
【別紙１】 

 板橋区ウェブアクセシビリティ方針 

ウェブアクセシビリティとは 

「すべての人々が、身体の機能や使用環境などに関わらず、ホームページで提供

されている情報やサービスに支障なくアクセスすることができ、かつ利用できるこ

と」を意味します。 

ウェブアクセシビリティ方針 

板橋区公式ホームページでは、「JIS X 8341-3:2016 高齢者・障害者等配慮設

計指針－情報通信における機器、ソフトウェア及びサービス－第 3 部：ウェブコン

テンツ」に対応することを目標とし、アクセシビリティの確保と向上に取り組んで

います。 

対象範囲 

板橋区公式ホームページ（https://www.city.itabashi.tokyo.jp/）ドメイン配下

にあるすべてのページを対象とします。 

ただし、次にあげるものは例外とします。 

 PDF、ワード・エクセルなどの形式で提供する添付ファイル 

（より多くの情報を提供できるよう、各種ファイルを添付したページを公開していま

すが、すべての添付ファイルのウェブアクセシビリティ対応は、情報量および技術的

な観点から困難なため、現時点では対象範囲に含めていません。） 

 モバイルサイト：http://www.city.itabashi.tokyo.jp/mobile/  

 ハザードマップ：http://www.city.itabashi.tokyo.jp/itabashi_bousai/ 

目標とする適合レベル 

JIS X 8341-3:2016 の適合レベル「AA」に準拠します。 

注記：板橋区公式ホームページ ウェブアクセシビリティ方針における「準拠」という表記

は、情報通信アクセス協議会ウェブアクセシビリティ基盤委員会「ウェブコンテンツの JIS X 

8341-3:2016 対応度表記ガイドライン - 2016 年 3 月版」で定められた表記による。

(http://waic.jp/docs/jis2016/compliance-guidelines/201603/) 

更新履歴 

 令和 2 年 3 月 板橋区ウェブアクセシビリティ方針を公開 

担当部署 

 部署名：板橋区 政策経営部 広聴広報課 広聴グループ 

 連絡先：03-3579-2024 
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トピックスエリア 

くらしの情報 

区政案内 

関連リンク・バナー広告 

 

★「板橋区」の HPと一目でわかるよう

強調させる。 

➡赤枠は固定し、スクロールしても動

かないデザインなので、画面左上に

常に「板橋区」が表示される。 

① 看板 

 

★シティプロモーションページを特設 

③ シティプロモーション 

 

★閲覧者の大半が利用する「検索窓」を

画面中央(ファーストビュー下部)に

配置 

 

★「よくある質問と回答」を目立たせる

配置 

➡CRMの定例的な質問を減少させる。 

➡利用者の利便性向上と職員の負担軽

減につなげる。 

④ 利便性の向上 

 

★ワンカラム型 

→これまでの HPは、情報量が多く、 

左右に分散していた。 

 

➡縦方向のスクロールのみで、探してい

る情報・伝えたい情報にたどり着きや

すいスッキリとしたデザイン 

 

★情報の性質でエリア分け 

➡ページが長くても、利用者が迷わない

よう、エリア分けしている。 

 

➡エリアタイトルを付与、エリアごとに

タイトルおよび背景色を変更 

 

 

⑤ 洗練されたデザイン 

 

★画面いっぱいに写真を配置 

➡区の魅力を視覚的にアピール 

 アクセスのたびに更新される。 

② 視覚的に魅力を発信 

区民参加型コンテンツ 
トップページ(パソコン版)

ン)））版) 

※ファーストビューで表示されるのは

ここまで 

★エリア別の特徴 

●板橋区の「今」をビジュアルを多用

して発信 

➡注目情報、新着情報を配置 

➡更新頻度の高いイベント情報をイ

ベントカレンダーで表示 

●ライフシーン等、検索頻度の高い情

報をボタンで表示 

●「施設案内」「公共施設予約システ

ム」等は、ボタンの色を変え目立た

せている。 

 

●区のできごとや広報いたばし等、

区政全般の情報をまとめて掲載 

●各々の情報は写真を掲載すること

で、情報入手をしやすいデザイン 

●区政へのご質問、アプリ、ＳＮＳ

等のボタンを用意 

●目出ししたい事業等は、ピックア

ップで掲載 

 

●HP 下部に集約 

●広告収入を確保 

●区民参加型ページを特設 

➡インスタグラムを活用し、板橋区

にいる方や、区を訪れた方が感じ

た魅力を収集し、シティプロモー

ションにつなげる。 

➡「絵本のまち」を想起させるデザイ

ン 
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 トップページ(スマートフォン版) 

つづき つづき 

報道発表資料 

 

 


